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原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
推
進
特
別
対
策
事
業
の
充
実
・
拡
充
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
で
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
は
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
安
全
第
一
を

前
提
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
国
策
の
一
つ
と
し
て
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

六
ヶ
所
村
を
始
め
青
森
県
は
、
そ
の
国
策
に
最
大
限
協
力
を
し
て
き
た
。
先
日
、
原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
青
森
県
内
二
十
五
市
町
村
の
総
意
を
代
表
し
、
黒
石
市
長
、
南
部
町
長
が
電
気
事
業
連
合
会
に
対
し
、

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
推
進
特
別
対
策
事
業
の
充
実
・
拡
充
を
要
望
し
た
。

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
受
け
入
れ
等
の
判
断
は
、
県
行
政
が
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
何
よ
り
も
安
全
性
を
重
要

視
し
な
が
ら
、
自
民
党
県
議
会
会
派
は
、
建
設
的
な
議
論
と
判
断
を
示
し
て
き
た
。

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
立
地
地
域
で
あ
る
六
ヶ
所
村
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
市
町
村
に
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
県
が
受
け
入
れ
等
の
判
断
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
二
十
五
市
町

村
の
主
張
も
至
極
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
県
内
二
十
五
市
町
村
の
主
張
に
つ
い
て
、
国
は
ど
の
よ

一



う
な
認
識
を
持
つ
か
。

二

国
は
事
業
者
と
連
携
し
、
同
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
県
内
二
十
五
市
町
村
に
、
新
た
な
交
付
金
な
ど
の
支
援
策

を
打
ち
出
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

三

受
け
入
れ
等
の
判
断
は
県
が
示
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
県
全
体
の
振
興
策
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
例
え

ば
、
産
業
用
・
家
庭
用
の
電
気
料
金
の
一
律
引
き
下
げ
な
ど
、
国
が
事
業
者
側
に
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
る
交
付
金

な
ど
の
実
現
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


